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はじめに
 東大和市は、将来を展望したまちづくりの目標と基

本的な施策を明らかにした「東大和市第二次基本構

想」を平成13年に策定しました。 

 これは、「市民生活の向上」「市民自治の確立」「市

民文化の創造」をまちづくりの基本姿勢に据え、将来

の都市像を「人と自然が調和した生活文化都市 東大

和」と定め、市民と行政が一体となって望ましい地域

社会を築きあげていくための指針となるものです。 

この基本構想をもとに、平成14年には「第三次基

本計画（平成15年度～24年度）」を、平成24年には

「第四次基本計画（平成25年度～33年度）」を策定

し、当市のめざす将来の都市像の実現に努めていま

す。 

この市勢概要は、当市の地勢・気象・人口等のあら

ましのほか、「第四次基本計画」の施策の体系に沿っ

て、行政運営の仕組み、主な事務事業の実績等、市に

関する情報を一つにまとめたものです。 

 東大和市を知る上で、少しでもお役に立てば幸いで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市ブランド・メッセージ及びロゴマークについて 

 

 ブランド・メッセージとは、市の魅力や特長を短い言葉 

で表したものです。 

 「東京 ゆったり日和 東やまと」は、東京の都市であ 

りながら、ゆったりと落ち着いていて、子育てしやすく、 

住みやすい東大和市の魅力・特長を表現しています。 

 ロゴマークのデザインは、東大和の多摩湖の風景をメイ 

ンに、子育てしやすく、都心と自然のバランスのよい“ち 

ょうどいいまち”を表現しています。 

 このロゴマークを活用して、東大和市の魅力を伝えてい 

きます。 

 



１．「東大和市」という名称 

 

 大和の由来は、大正8年11月の村制実施の際、政争の盛んであった芋窪、蔵敷、奈良橋、高木、狭山、清水の

6か村が大いに和して一つの村にまとめられたことから、その名も大和村と称した。 

 その後、昭和29年5月3日には町制を施行し、大和町が誕生した。そして、昭和45年10月1日には市制を施行し、

名称を東京の大和ということから、「東大和」と改めて現在に至っている。 

 

 

２．市章 

 

 大和の「大」の字が翼を形どり二重の円を描いて大空にはばたき、 

同時に「和」（輪）を意味し、発展と和合を象徴している。 

                （昭和38年4月1日制定） 

 

 

３．市の木・市の花 

 

市の木………「けやき」 

にれ科の落葉高木。 

山地に多いが、特に武蔵野の農家で防風林として使われた。 

花は、早春新葉と共に生じ、淡黄緑色。雌雄同株。市内でも 

100本以上が確認されている。（昭和50年10月1日制定） 

 

 

 

 

 

 市の花………「つつじ」 

つつじ科、つつじ属の常緑又は落葉低木。 

山地に多く自生、また鑑賞用として栽培。 

小枝を多く分岐し、枝・葉には細毛がある。 

春から夏にかけて、大型5裂の合弁花を開く。 

（昭和50年10月1日制定） 

 

 

 

 

 

 

 

 市  章 
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凡 例 

１．本冊子は原則として平成30年度の事実を収録し

た。 

２．資料は官公庁並びに民間団体の統計機関などか

らの報告によるものである。 

３．調査時期については、特に注記しないかぎり年

次は暦年、年度は会計年度を示す。 

 

表 紙  

第8回東大和市まちフォトコンテスト（平成31年度

実施） 

最優秀作品「宮出し」 

撮  影：佐藤 保治 氏 

コメント：2つの神輿が境内をスタートしました。 

宮出しの始まりです。右手には夜に開 

催される豊年踊りのやぐらがありま 

す。 

 

裏表紙 

 第8回東大和市まちフォトコンテスト（平成31年度

実施） 

 優秀作品「ワーイ、こいのぼりだあ」  

撮  影：木下 和芳 氏 

 コメント：青い空 いつもの公園 鯉およぐ（今 

年はいつもよりちょっと早めに泳いで 

いた････ような） 

 


